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地球環境問題
と社会動向

地球環境問題
と社会動向
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いま、地球に起きていること
オゾン層破壊

野生生物種
の絶滅

海洋汚染
熱帯林の減少

地球温暖化酸性雨

開発途上国の環境問題

砂漠化

有害廃棄物
の越境移動

欧米の約1/4の湖沼、
約1/3の森林に影響

2085年までにｵｿﾞﾝ層半減

21世紀末までに
海水面約50cm上昇

赤潮発生、生物死滅

毎年約600万haが砂漠化

先進国から開発途上国へ

大気汚染、水質汚濁、廃棄物処分

廃棄物問題 資源の枯渇
処分場の不足、土壌汚染 限りある地球資源、

石油は30年？
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地球環境の１日

・熱帯雨林 ： 55,000ha消失

・耕　地　 ： 20,000ha減少

・生物種　　 ： 100～200種消滅

・CO2排出量： 6,000万トン

出所：EPA-Germany,2000

□ 近代社会は地球の限界に直面。
□ 21世紀は持続可能な社会への転換が必要。

(東京都の約1/4)

(普通自動車2500万台が地球1周)
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地球環境の現状 人口の増加・経済の拡張

人口増加と経済の拡張から環境破壊へ

出所：平成13年度環境白書

◆世界人口◆

2000 2050
60億 → 90億

◆世界人口◆

2000 2050
60億 → 90億

◆経済成長◆
1人あたりGDP 1.5%/
年成長と仮定すると50
年間で約2倍（1.015の
50乗）

◆経済成長◆
1人あたりGDP 1.5%/
年成長と仮定すると50
年間で約2倍（1.015の
50乗）

1.5倍

世界経済規模は少なく
とも3倍に

→　環境負荷も3倍

世界経済規模は少なく
とも3倍に

→　環境負荷も3倍
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地球環境の現状 地球の容量・地球の限界

1975年から地球の容量を超えていた

出所：平成13年度環境白書 All Rights Reserved, Copyright (C) 富士通株式会社 2002



持続可能な発展 Sustainable development

◆ 地球の容量・地球の限界◆ 地球の容量・地球の限界

◆ 環境保全と経済成長の両立を模索◆ 環境保全と経済成長の両立を模索

◆「持続可能な発展」の指向
→「有限な地球」に基づく質的な発展

（92.リオ 地球環境サミットにて）

◆「持続可能な発展」の指向
→「有限な地球」に基づく質的な発展

（92.リオ 地球環境サミットにて）

◆ 人口の拡大・経済の拡張◆ 人口の拡大・経済の拡張
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環境法などの強化

グリーン購入法（2001年4月施行）

アメリカ大統領令（2001年7月）
•連邦省庁による待機電力1W以下(電源OFF時)の製品
の率先購入

特定有害物質使用制限指令[EU]（2006年1月）
•鉛、水銀、カドミウム、六価クロム含有製品の廃止

•国や自治体等による環境配慮製品・ｻｰﾋﾞｽの率先購入

化学物質の使用規制[EU]
•有害物質の代替義務化（2012年）
•有害物質のゼロエミ化（2020年）
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グリーンコンシューマの台頭
グリーン購入の市場規模

（出所：ｸﾞﾘｰﾝ購入ﾈｯﾄﾜｰｸ）

エコプロダクツ(グリーン製品)の販売割合と金額 (2000年度)

352,61769％コピー機、
プリンタ

186,57688％パソコン

57,24523％自動車

811,52157％家電製品

回答
企業数

販売額
(億円)販売割合分　野

2000年度 約4兆円 2001年度 約5兆円
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国策による循環型経済システムの構築

•改正リサイクル法等の法整備（拡大生産者責任）
•京都メカニズムの段階的導入（ＣＯ２排出削減）
•エコタウン事業の推進 (15地域、平成14年度3400億円)

国により強力に推進

ｅ-Ｊａｐａｎ戦略

Fujitsu

All Rights Reserved, Copyright (C) 富士通株式会社 2002



消費者にとってよい企業の条件

資料：読売ADリポート(2001年6月）

苦情の対応がよい４

技術力がある５

情報を公開している３

社会に貢献している２

環境に配慮している１

よい企業の条件ランキング
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企業を取り巻く環境問題

　 企 業
(又は他の主体）

生き残りをかけ、環境の取り組みが不可欠

社会的評価

環境法などの強化地球環境

経営リスク

•資源枯渇
•温暖化
•廃棄物　等　

•環境ホルモン
•ダイオキシン
•土壌汚染　等　

•グリーン購入法

•環境ISO 等

•環境格付、ｴｺﾌｧﾝﾄﾞ
•消費者のｸﾞﾘｰﾝ購入
•環境ＮＧＯ活動　等

•リサイクル法
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当たり前

自
主
努
力
・
差
異
化

　　　　　現　在 　　　　 将　来

法
規
制

一歩前へ: 独自性 未来形

LCA
ゼロエミッション

循環型社会

情報公開
リサイクル

一歩前へ: 先取り

環境調和型製品
グリーン購入

ＥＣＯ

環境会計

企業は end of pipe から 環境経営 へ

公害対策
廃棄物管理
ＰＲＴＲ

環境ＩＳＯ
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環境活動の定着化
～富士通の事例～

環境活動の定着化
～富士通の事例～
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富士通グループの環境活動の歩み

環境戦略

環境対策

法律の遵守

環境対策から環境戦略へ

各工場に環境管理課設置(72)

環境技術推進センター設置(91)

ISO14001導入(94)

環境報告書導入(96)

環境会計導入(99)

環境本部設置(00)

第三期環境行動計画作成(01)
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環境活動のベクトルの変化

end of pipe から源流対策へ

1期(93-95)1期(93-95) 2期(96-00)2期(96-00) 3期(01-03)3期(01-03)

製品再資源化製品再資源化 　　再資源化可能率50% サイクル率90% 資源再利用率90%

省エネルギー省エネルギー 20～30%         40%
廃棄物削減廃棄物削減 ｾﾞﾛｴﾐｯｼｮﾝ　50%　 80%

オゾン層破壊物質オゾン層破壊物質 全 廃

環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ 導 入 ISO取得

化学物質排出削減化学物質排出削減 20%           30%
グリーン調達グリーン調達 調達比率99%

無鉛はんだ無鉛はんだ 全 廃

グリーン製品化グリーン製品化 全製品
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環境ビジョン グリーンライフ21

ゼロエミッショ
ン工場の実現

地球規模の環境活動

環境ソリュー
ションの提供

環境に貢献する
製品開発

環境経営の基盤
づくりと情報の
発信・開示
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企業体質のエコ化施策
•トップダウンの意思決定

　　→ 社長ＨＰ、講演での発言

•ビジネスとの同軸化

　　→ 事業計画に環境への取り組みを導入

•業績評価への盛り込み

　　→ 評価対象項目に環境の側面を導入

•運用ツールの活用

　　→ ISO14001によるＰＤＣＡサイクル

•個人意識の向上

　　→ 全員環境教育、エコボランテイア推奨
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ISO14001の概要
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製品の取り組み
～技術開発～

製品の取り組み
～技術開発～
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有害物質
代替材料

リサイクル

省 エ ネ

環境負荷

赤:研究所実施 青:富士通実施 黒:他社実施

材 料 プロセス 設 計 ソ フ ト

L C A

易ﾘｻｲｸﾙ塗装

鉛フリーはんだ
ハロゲンフリー樹脂

Mg合金筐体

フロン分解

環境会計

化学物質
ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ

ISO14000支援
環境観測ｼｽﾃﾑ

省電力回路

ﾘｻｲｸﾙ設計支援

梱包材料
生分解性樹脂

代替洗浄剤

燃焼触媒 二次電池

材料分離

ﾀﾞｲｵｷｼﾝ分析

解体性評価

研究対象拡大

省電力化
非鉛系新誘電体材料

光触媒材料
環境ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ指標

環境技術の広がり

All Rights Reserved, Copyright (C) 富士通株式会社 2002



製品グリーン化のための新材料　

鉛フリーはんだ　鉛フリーはんだ　
業界ﾄｯﾌﾟで全廃　

生分解性樹脂　生分解性樹脂　
PC部材に業界初適用　

MgMg合金筐体　合金筐体　
ﾘｻｲｸﾙ業界初適用　

　　［特許18件］

［特許10件］

［特許24件］

先行研究で権利化とエコプレミアム

光触媒材料　光触媒材料　
筐体への適用検討　筐体への適用検討　

［特許5件］

ハロゲンフリー樹脂ハロゲンフリー樹脂　　
材料ﾒｰｶに技術移転・外販　

［特許2件］
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素材は, 化学ﾒｰｶより購入し, ブレンド技術の開発で特性を向上

生分解性樹脂

基本はリサイクル
たとえ、廃棄されても土中の微生物でＣＯ２　と水に分解

10μm 

* 糸状菌の一種 (厚木・恩曽川にて採取)

微生物で分解される樹脂　

微生物* 樹脂
植物系

ポリ乳酸 (原料: トウモロコシ)  

n

O CH

CH
3

O

C

価格: 生産量に依存
2005年に一般樹脂と同等

富士通

カストマ 富士通
ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀ

販売・流通

回収

ﾘﾕｰｽ・ﾘｻｲｸﾙ

海外顧客 回収漏れに
対する配慮
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・0４年秋冬ﾓﾃﾞﾙのPC筐体への
適用検討

生分解性樹脂の製品適用

・02年春ﾓﾃﾞﾙへ初適用

ﾉｰﾄPC筐体部品への初適用ﾉｰﾄPC筐体部品への初適用業界で初めてLSIトレイで実用化業界で初めてLSIトレイで実用化

・2002年度末には大半切替予定

・組成の最適化による耐熱性向上で、
出荷数量大幅増（2001/8）

・導電性を付与し、ＬＳＩトレｲに適用

LS Iトレｲ
LS I

１９９６年～

ＩＲ窓

２００２年～ ２００４年～

課題：難燃性付与

生分解性樹脂
による試作品

LS I包装ﾃｰﾌﾟ
LS I
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エコデザインをめざして
　製品設計の段階がポイント

早期段階での
対応の必要

製
品
企
画

概
念
設
計

詳
細
設
計

製

造

出

荷

使

用

回

収

地球環境へ
の負荷度

製品環境
負荷決定の

影響度

地球環境負荷
軽減処理の限界

影
響

度
･負

荷
度
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ＬＣＡを活用

消費者がLCAによる環境ラベルで商品を判断する時代

環境定量データ

環境負荷: CO2,他

製品のライフサイクル　

資源
採取 使用

製造
組立

ﾘｻｲｸﾙ
廃棄

設計者 ユーザ

環境に優し
い製品は？設計段階

でLCA

環境ラベル

•環境負荷を低減し, 持続可能社会を目指す時代
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(京都議定書*1)

*1 京都議定書: 1997年 COP3(気候変動枠組条約第3回締約国会議)    
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